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第36回 くるめの考古資料展
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ごあいさつ

毎年11月には「文化の日」をはさんで「文化財保護強調週間」がございます。この

期間は、文化的・歴史的に意義のある文化財が数多くある事を広く認識レていただく

もので、文化財の普及・啓発活動の好機でもあります。

久留米市では、この一環として毎年「くるめの考古資料展」を開催し、市民の皆様

に久留米市の遺跡・歴史を紹介しております。36回目の本年度は「縄文時代」をテー

マとレて、久留米市の縄文時代を代表する遺跡、 「正福寺遺跡」の出土遺物を中山

に、縄文人の薯らしが垣間男える展示を企画いたしました。

展示をとおして、 「いにしえの久留米」の息吹を感じていただくととちに、文化財

について考えていただく機会になれば幸いに存じます。

末文になりましたが、展示会を開催するにあたりご協力いだだきました多くの関係

機関、関係者の皆様方に深く感謝の意を表します。
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久留米市内の主要縄文遺跡分布地図

資料提供にご協力いただいた機関(敬称略〉

熊本県教育庁文化部(黒橋遺跡出土の大珠写真〉

唐津市教育委員会 (徳蔵谷遺跡出土の大珠写真〉

話資料展「正福寺遺跡は語る.



(縄文時代について〉
かんれい き

今から約1万2000年前、世界中で大規模な気候変動が始まりま した。寒冷な気
」う おんだん

候から温暖な気候への変化です。 この温暖化によって動植物の種類ち大きく変化

日本列島でもこの蛮化に適応した文化が生まれました。 r縄文時代」の始まり

です。縄文時代は数千年続き、遺跡は北海道から沖縄まで広く分布しています。

縄文時代を特徴付ける新しい技術といえば「土器」の出現で、 「縄文土器は世界
おおひらやまちといちいせき

青森県の大平山元 I遺跡で発見された土器には、

し、

最古の土器」といわれています。

科学的な年代測定で約 1万6500年前という数値が測定されたものちあります。土

器の出現によって、煮炊きをするという調理方法が出来るようになり、食材の幅が

大きく変わりまレだ。食材の広がりは暮らしへの様々な蛮化をちたらしていきまし

た。
しゅりょう

狩猟ち様変わりを見せ始め、
こうりつ

食べ物を効率よく手に入れるため、 弓す。

矢や落とし穴などを用いて小動物を狩ったり、
ぎよろう

加工して作った道具で漁拐を行うなど、

れていきまレた。

久留米市内でも多くの縄文時代の遺跡
のぐちい

が見つかっています。なかでも、野口遺
ぜき しようふくじいぜき

跡〈山川町〉や正福寺遺跡 (国分町〉 は

久留米市を代表する縄文時代の遺跡で、

ドングリやアミ力ゴ正福寺遺跡からは、

などの貴重な遺物が多叡発見されまし
やすたけちくいぜきぐん

安武地区遺跡群 (安武町〉で

1列に配列された落とし穴が確認さ

また、た

狩りに使用する石器などの道具に変化がみられま

それまでの移動しながらの暮らしから、
ちょぞう

木の実を採集 レて貯蔵レたり、骨を
き l<tん

安定した生活ができる定住への基盤が築か

は、

縄文人が集団で計画的な狩猟

を行っ ていたことを示す重要な証拠で

れていて、

す。 同じように、配列された落 とし穴
にしむたぜいとつじ竺つらーいせき

は西牟田清導寺浦遺跡(三瀦町〉でも確

安武地区遺跡群(今泉遺跡〉で確認された落とし穴
写真右側に並ぶ白いラインの遺構が港とし穴です.

認されています。

日本の歴史年表

B C (紀元前)I AD  (紀元後)
世近世中イt古

芭i貧時代
弥生時代縄文時代

1. 的 17命 年前向ztJfj:前

| 第a回考古資料知 正福詰遺萌語調l
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(正福寺遺跡の概要 〉

正福寺遺跡は、久留米市圏分町に所在する福岡県を代表する縄文時代の遺跡で、

今から約4000年から3000年前の縄文時代後期を中山に栄えた集落跡です。正福
きゅうりょうじようきょじゅういき

寺遺跡の集落では、 E陵上の居住域と谷底にある作業揚が発見されています。居住
どこう

域からは、土坑と O!}lばれる穴や縄文土器がまとまって発見されていますが、残怠な
たであなじゅうきょあと みすlま

ことに、竪穴住居跡などはまだ発見されていません。谷底に位置する作業揚は水揚

遺構と呼ばれるもので、正福寺遺跡の揚合はドングリを貯蔵していだ穴と、木など

を水に漬けていた穴が見つかっています。集落は、この谷を中山として周辺のE陵

に広がっていたものと考えられます。遺跡の周辺は、きれいな水が豊かに湧き出す

揚として昔から知られていた所で、発掘調査では、現在の地表から2mほど掘り下

げた所で4000年前の谷が発見されました。谷は、現在でも豊富な湧き水があり、

調査時には24時間ポンプで水を汲み出さなければならないほどでした。

監 資料展「正福寺遺跡はおI



きれいな湧き水が幸いしたのか、谷底からは様々な発売がありまし疋。多くの土
きぱち しゃく し たね

器や石器と共に、 ドングリやアミ力コ、木鉢や杓子などの木製品、色々な種や葉、

骨や虫といった普通なら腐って無くなるものが数多く発見されています。

このような、木や植物を観察することによって、 4000年前の縄文人がどのよう

な生活を送っていだかが明らかになってきます。正福寺遺跡の集落は、森の一部を

切り開いて造られ、集落の周辺にはドングリを豊かに実らす森が存在していたので

はと考えられます。調査中には大量に貯蔵されていたドングリが発男されていて、

縄文人がドングリを食料として重視していたことが分かります。また、森の中でド

ングリや木の実などを採ったり、イノシシやシ力といった小動物を獲って生活レて

いた、正福寺遺跡に定住した縄文人の姿が徐々に解明されてきています。

アミ力ゴの出土状況

発男された木の葉 大量に出土レたドングリ

.翠盟置園璽鶴喜



(獲ると採る〉
と

「獲る」とは、狩猟や漁で獲物を捕らえることを指す言葉です。動物や魚、を道具

を使って捕ると考えればよいでしょう。縄文時代の「獲る」には、 「落とし穴」ゃ
いしやり しゅりょう つりばり あみ

「弓矢」や「石槍」を使ってイノシシやシ力や鳥を獲る狩猟と、 「釣針」や「網」
ぎよろう やじり

を使って魚、や貝を獲る漁掛があります。正福寺遺跡からは、弓矢に使う石の鍛が多

く男つかっている他、石槍の先揃部分ち数は少ないながら発見されています。落と

し穴は、市内では安武町の遺跡から一列に並んで発男されており、落とし穴には

色々な種類があることも明らかになっています。 レかしながら、魚を獲る道具であ

る「釣針」や「網」については、まだ市内からは見つかっていません。ただ、
せきすい

「網」の重りに使ったと考えられる石錘が多く発見されていることから、漁をして

いたことは推測されています。

「とる」に使用されていた道具(いずれもレプリ力〉

石斧 (上〉石槍(中〉矢(下)

;'4 
A企
矢の先に装着された石鍛

安武地区遺跡群で発見された様々なタイプの落とレ穴。縄文人たちは、 追い込んだ動物が穴の底に立てられた先

の尖った杭にささって身動きが取れなくなつだところを捕えていたのでしょう。

監査特 「正福寺遺跡は語る.



と

「採る」とは、木の実やキノコなどの植物を得ることを指す言葉です。遺跡から出

土するものから 「採る」を確認することは非常に困難なことですが、正福寺遺跡か

らは多くのドングリやアミ力ゴが発男されていて、 「採る」を直接自で見ることが
さんさい こんけいるい

できます。縄文時代の「採る」ものといえば、木の実・キノコ・山菜・根茎類(ヤ
くさ

マイモなど〉などですが、大半のものが腐りやすく、当時のものが我々の眼に触れ

ることはほとんどありません。正福寺遺跡で見つかったドングリは、アミ力ゴに
かご

入つだ状態で出土しています。縄文人たちは、森の中に寵を背負ってドングリを採

りに出かけていたのでしょう。また、発見されたドンクリには異なった種類のドン

グリがあることから、彼らはドングリを種類ごとに分けて採集し、貯蔵していたこ

とがわかります。

出土した大型のドングリ

アミカゴからはみ出したドングリ。

アミ力ゴに入った大型ドングリとヒョ
ウタン (右上)

| 第a回考古資料展 企 福謎蘭摂理

出土した木の実



開

縄文時代の人々は、 自然のサイクルの

中で狩猟をし、漁を行い、 採集したもの

を食べて生活していました。中でも重要

な食糧であったドングリは、 大量に貯蔵

され、年聞を通して食べられていたと考

えられます。

保管の方法は、 力ラ付きのまま生で保

管される揚合と、皮をむき日干しして保

管される揚合とがあったことが分ってい

ます。食べ方に合わせて使い分けていた

のかもしれません。正福寺遺跡では、 ド

ングリの度を措てた穴が男つかってい

狩獅

縄文力レンダー
(小林達雄氏作成図を参考に作画)

て、この揚所で加工ち行われていたことが分っています。皮の破片の中には、甘栗
む

を剥くように皮を横方向に割っているものもありました。皮の剥き方が現代と共通

する点があるというのは面白い発男です。

〈調理する〉
し叩うぜきろ

縄文時代の主な調理方法には、

どがあります。

土器を使った煮炊きと集石炉を使った蒸し焼きな

採集したドングリは、 寵や袋に入れて水辺の穴で生貯蔵したものや、天日で乾燥

させたものを、石皿などを使って粉にして調理にしていました。 ドングリの粉は、
ね

水や卵と煉ってクッキー状にして、焼け石の上で焼いて食べたり、 土器を使って山

菜などと一緒に煮て、食べられたと考えられています。
ほかく

漁や狩りで捕獲してきた獲物は、集石炉で蒸し焼きにして食べてられていまし

た。現代風にいえば iJ'¥ーベキュー」です。こういった集石炉は、 久留米でも数多

く発見されています。

石血を使った調理(正福寺遺跡出土) 集石炉での調理(想像図〉

間繭戻. 福寺遺跡は語るI



(作る〉

正福寺 遺 跡のア ミ力ゴ

は 、モジリ 編みとOWばれる

J受法で作られています。 こ

σコ技法は、縦 ヒゴに対して
ょ

+黄ヒゴを 2本使っ て縫って
つる

いく方法です。素材は、蔓

4直物が使用されています。

泊析の結果では、 「テイカ

力ズラ 属」 と「ウドカズ

口縁部の拡大
縁は、縦ヒゴを編込んでいます。縁の
下にあるクサリの憾なものは装飾部分で
縄文人のセンスがうかがえます.

一一一一一一一一一一一一- I正福寺遺跡出土アミ力ゴラ Jが使用されていること I I 司・・・・・・・・・・・.- I カゴは部位によってま属み方が変えられ
た戸分かっています。 どちら 司 圃圃圃圃圃圃圃 .. Iています。

の力ズラち水辺に多く見られるもので、縄文人は皇近な素材を使ってアミ力ゴを

{乍っていました。

(縄文時代の石器〉

石器は石を鹿の角や動物の骨などを使って打ち欠いて作ります。旧石器時代と比
みが あな なめ

べると、石を麿いて形を整える技術や孔をあける技術が発達してきます。表面が滑
せき ふ ひも

らかに整えられだ石斧や、 細かな加工を施 した物に、紐を通す孔をあげた首飾りの

ような装飾昆ち増加しています。

気候の温暖化の影響で大形の動物が減って小形の動物が増えだことから、 狩猟具
ぜきぞく

では小形の動物を狩るための弓矢が出現 しました。矢の先捕につける石倣は縄文時

{セを代表する石器の一つで、久留米市内でも多くの遺跡から男つかっています。石
l基くへんぞく

倣は時期によって形が変化 し、縄文時代後期には剥片鯨と哩ばれる特殊な加工方法
すすおけぎほう

く鈴桶技法〉によって作られる石鯨が登場 します。
ぱちがた

石斧は、木を伐採したり土を掘り起こす道異で、長方形や摂形をレているものが
え そうちゃく

あります。正福寺遺跡では石斧が柄に装着された状態で発見されています。

街-9 心心~ ~ 
②場-Uz--;{思

く

①礁から素材となる剥片を取ります ②中央を挟ります ③挟った部分を折ります

④折った部分を搬の形に整えます
とが

⑤先端を尖らせて完成 11

第~回 考古資料展「正福詩遺跡lま語る町



(縄文時代の交流〉

出土昂の中には形や使い方、 材料の産地などが限定される土器や石器がありま

す。これらが別の地域で発見された揚合、 何らかの方法で運び込まれたことがわか

ります。久留米市内の遺跡から出土する土器や石器の中にも、 他地域から持ち込ま

れた土器、 石器が混じっています。
ひめしま こくようぜき

その代表例として、 大分県の姫島でしか採集されない灰色の黒曜石が久留米市内

の遺跡から出土レています。また、 土器の文様でも他地域からの影響を受けたもの

があります。縄文時代前期に位置付けられる野口遺跡で発見された土器は「野口式
とどろきしき そばたしき

土器」 と呼ばれており、 これは西九州に分布する轟式土器と曽畑式土器の中間に位

置づけられるもので、 轟式土器の影響を受けだものと考えられます。このことから
うかが

縄文時代前期における西九州との関係が窺えます。
あたかレき なんぷくじレき

正福寺遺跡から出土している土器には、岡高式土器、南福寺式土器、
さかのしたレき

坂ノ下式土

器などがあります。
いちのうえきたやしきいせき ふなもとしさ

また、市ノ上北屋敷遺跡からは船元式土器が出土しており、 しー

れらは縄文時代中・後期を代表する土器です。前者は西九州を中山に東九州を隙く
ほどこ

九州全域に分布する土器で、 表面全体に刻み込んだ線を施しています。後者は瀬戸

内地方から北九州に分布する土器で、 聞いた口縁部が特徴的です。縄文時代後期に
みまんだしき

三万田式土器が出土しており、
かねさきレを きたくねやまレき

なると鐘崎式土器、北久根山式土器、 これらち中九

州の西側を中 J~\ に分布する土器です。

姫島産黒曜石 〈正福寺遺跡出土)

岡高式土器(正福寺遺跡出土〉

船元式土器(市ノ上北屋叡遺跡出土)

北久根山式土器〈正福寺遺跡出土〉
Eヲ|

曜覇
日

九州におけ苔縄文土器の分布範囲図
前川戚洋 『九州後期縄文土鵠の鮪問題Jを書考に作図

仮ノ下式土器〈正福寺遺跡出土〉

館山首式土器(正福寺遺跡出"t)

v 
鈴桶技法(正福寺遺跡出土〉

冨室料展「正福寺遺跡は語るI



(縄文のこころ〉

縄文時代の道異は2種類に分類されるといわれています。
けいたい きのうようと

1の道具」と、その形態から機能用途を想像することが困難な「第2の道具」と呼
じ申じゅつ にちじよう

ばれるものです。 r第2の道具」は呪術や祭りに関連すると言われています。日常
ひん ちょうじんてき あやつ ぜいさく

昂とは遣い、超人的な力を操る道具をして製作されてい疋のではないかと考えられ

久留米市内の縄文時代の遺跡からは「第2の道具」はあまり発見されて

日常に使用される「第

ています。

久留米市内で発売された「第2の道具」

(左):百冠(西小路遺跡出土)

(中)石待(西小路遺跡出土)

(右)トロ ト口石器 (久留米市内表探)

いません。

たいレ申 せき

大珠・石

石すでど
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邸
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重

き
古
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目
玉
U

酒

向
丸現在確認されている主なものは、 ト口ト口石器、

とうゅうこうえんぱん ぜさぽう せっかんぜんこく

刀・育孔円盤(正福寺遺跡〉、石棒・石冠・線刻土器
いぎょうぜっさ

刀や石冠や石棒は「異形石器」 実用としての機能に結びつかない
ひすいぜい

諾翠製

とよばれていて、

大珠は皐につける道具と考えられていて、縄文時代中期以前は、
こうぎよく りゅうつう

のものが多く作られていたようです。務翠は緑に輝く硬玉として流通していました
にゅうしゅ こんなん

縄文時代中期になると原石の入手が困難になったのか、

遺物です。

正

大型のものは姿を消

代わりに小型日や諾翠に似た色の石材を用いたちのが多くなっていきます。
かっぜきぜい まも

福寺遺跡出土の大珠は滑石製のものです。玉やアクセサリ ーなどは、皇を護る強い
そうちゃく

力を信じて装着されていたと考えられます。

が、

し、

かんねん

縄文人の観怠に近づくひとつの近道といえこれらの役割や性格を考えることは、

1恵蔵谷遺跡〈唐津市)
唐津市教育委員会復供

黒橋貝I家(熊本市〉
熊本県教育庁提供

正福寺遺跡

るのではないでしょうか。

大珠
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